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第１特集の中村先生のお話は、保護

者のひとりとして思い当たる節がある

ことばかりでした。４歳の息子は、園以外では思う存分

外遊びをする機会も少ないし、ベッドで寝ているため、

布団の上げ下ろしをあまり経験していません。早速今日か

ら家の手伝いなどで生活経験を増やすことを意識しよう

と思います。（橋村）
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調査や、幼稚園長・保育所長を対象とした調
査の報告書など、ベネッセ次世代育成研究所
の発刊物のお申し込みと閲覧（ＰＤＦファイル
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◎主な記事の内容
2011年春号　特集　園の遊びがもたらす幼児期の学びの芽生え
2010年秋号　特集　特別なニーズをもつ子に寄り添う保育
 夏号　特集　家庭と連携した食育活動のあり方※

 春号　特集　保護者の成長を促す園の支援※

2009年秋号　特集　保育者の資質を高める園内研修
 夏号　特集　幼保一体化と新しい幼児教育
 春号　特集　幼小連携に向けて現場が取り組むべきこと
2008年秋号　特集　幼稚園教育要領改訂を日々の保育にどう生かす？
 夏号　特集　幼稚園教育要領改訂のポイント
※在庫切れのため、ホームページからダウンロードしてください。Ａ４判　２４ページ

2011年　夏号
特集

思いを伝える情報発信で
保護者と「つながる」
園をつくる

◎全国の幼稚園・保育所を
対象に、幼児教育・保育の
実情と課題を調査から明ら
かにしました。

B5判　１６０ページ

第1回 
幼児教育・保育についての
基本調査報告書
（幼稚園編・保育所編）

◎その他、幼児教育・保育に関する発刊物

◎４～５歳児の遊びの事例
を５９サンプル収集し、遊び
に含まれる学びの可能性や
保育者のかかわりを分析し
ました。

Ａ４判　７２ページ

幼児の遊びにみられる
学びの芽

◎０歳から就学前までの子
どもの成長発達と保育者の
かかわりや、幼児の言動の
意味と援助のポイントをまと
めました。

Ａ４判　１１２ページ

保育所での
子どもの発達と
保育のポイント
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ベネッセ次世代育成研究所インターネットで検索してください。

※在庫数に限りがあるため、ご希望の冊数をお届けできない場合があります。ご了承ください。
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120%活用のヒント

こんな使い方はいかがでしょうか？

コーナーごとにこんな使い方もできます

保育者への情報発信に活用 保護者への情報発信に活用

園長先生が最後まで目を通して、全体を把握する

第1特集 ２ぺージ～

◎園長先生が園運営の参考資料として
活用されるのはもちろんのこと、園内
の保育者間で回覧したり、職員会議、
さらに保護者会の資料としてお役立て
ください。特に重要部分にはアンダー
ラインを引いたり、イラストや図解で
説明したりしています。その部分を重
点的に共有すれば短い時間でも効果的
に情報の共有や研修を行えます。

データから見る幼児教育
12ぺージ～

◎まずは指導的な立場にある先生がご
覧ください。また、他園の震災対策事
例をもとに自園の対策を皆で考える園
内研修の材料としてもお役立てくださ
い。

第２特集 １６ぺージ～

◎運動会前の園だよりやクラスだより
の作成時に、記事の観点を盛り込んで
いただくことや自園に合ったお便りの
方法、さらに伝えたいポイントを考え
ることもよいでしょう。

例えば、
●保育者に回覧する。
●必要部分をコピーして、保育者に配布する。
●必要部分をコピーして配布し、職員会議や園内研修で
話し合う。

園長先生が、保育者に特に伝えたい点や考えて
ほしい箇所に線を引いたり、コメントを書き添
えればより効果的！

例えば、
●園だよりで紹介する。
※出典をご記入ください。
例）出典：ベネッセ次世代育成研究所『これからの幼児教育　2011 秋号』

●必要部分をコピーして、保護者会で配布する。
●必要部分をコピーして配布し、保護者会で話し合う。

園長先生が、保護者に伝えたい点や考えてほし
い箇所にチェックを入れておけばより効果的！

年３回お届けしている『これからの幼児教育』。園運営や保育の質の向上に少しでもお役立ていただければと願って
おります。そこで今回は、編集部より本号の活用のご提案と、全国の幼稚園・保育所の園長先生から寄せられた前
号（特集：保護者への発信）の読者アンケートの声から一部をご紹介します。

●保護者への発信については、「自分たちはできている」と思っていたが、記事を読んで見直
すきっかけとなった。（愛媛県　私立幼稚園）

●「揺るぎない理念に基づく風通しのよい人間関係を」のことばにひかれた。若手が育つ支
援にもっと工夫と努力そして愛情が必要と思う。実践にうつしたい。（静岡県　公立幼稚園）

●園内コミュニケーションが活性化するアイディアが非常に参考になり、早速とり入れたいと
思うものがありました。（神奈川県　私立幼稚園）

●日々の保護者とのかかわり、懇談会、教育相談時などにこのような点を気をつけたいと思う
内容が、たくさんありました。当たり前の事ですが、実際には、十分にできていないこともあり、
職員全体で共通理解をもちたいと思います。（静岡県　公立幼稚園）

全国の
園長先生から
寄せられたご感想

※冊子はホームページからもダウンロードできます。また、追加発送も受け付けております（ただし、数に限りがあります）。詳しくは巻末をご覧ください。
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その２


